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1. 次の計算をせよ (各 10点/計 30点)。注意： Sin−1x は、講義では arcsinx と記した関数である.

(1) lim
x→0

x − Sin−1(x)

x − x cos(x)
(2) lim

x→0

2x − 3x

x
(3)

d

dx
xx
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2. 次の各問に答えよ (各 10点/計 30点)。

(1)関数 exについて、n次までの有限マクローリン展開(即ち、x = 0における有限テーラー展開）を求めよ。
ただし、剰余項は Rn+1 と略記せよ。

(2) 関数
√

1 + xについて、3次までの有限マクローリン展開を求めよ。ただし、剰余項は R4 と略記せよ。
(3) 関数 (1 + x)3 について、3次までの有限マクローリン展開を求めよ。この場合、剰余項 R4 は xに依存

しない定数になることを示せ。また、その定数値を求めよ。
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3. 次の各問に答えよ (各 10点/計 40点)。

(1) z = x2y5 − 2x3y2 + y のとき、
∂z

∂x
,
∂z

∂y
を計算せよ。

(2) z = sin(x2y) のとき、
∂z

∂x
,

∂z

∂y
を計算せよ。

(3) x = r cos θ, y = r sin θ (r > 0, 0 5 θ < 2π)とおく。
∂x

∂r
,

∂x

∂θ
,

∂y

∂r
,

∂y

∂θ
を計算せよ。

(4) z = f(x, y) が全微分可能、x = r cos θ, y = r sin θ (r > 0, 0 5 θ < 2π)のとき、(3)の結果を用いて、
∂z

∂r
,

∂z

∂θ
をそれぞれ

∂z

∂x
,

∂z

∂y
の一次式として表せ。さらに、

(
∂z

∂r

)2

+
1

r2

(
∂z

∂θ

)2

=

(
∂z

∂x

)2

+

(
∂z

∂y

)2

であること

を多項式計算により示せ。
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